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EDITOR’s CORNER 

編集長 Bruce Leybourne のコメント 

（柴 正博 訳） 

 

本号の主な告知として，インドの会議主催者 Biju よ

り，西アジアにおける各派閥間の政治的緊張により，

一部の国々からインドへの渡航が困難になる可能性が

あるとの連絡がありました．したがって，インドでの

会議は 2027 年の未定の日程へ延期しますが，2026 年 9

月のイタリア開催計画は継続します．現在，インド向

けに計画されていた 4 つのセッションをイタリアへ移

行可能であり，現地では Valentino Straser 氏が運営を担

当します． 

1) Straser - 地震波予測（要旨提出要請中） 

2) Leybourne - スター・トランスフォーマー - 地球規

模宇宙天気相互作用（New Concepts in Global Tectonics 

Journal - V. 13, No. 1, March 2025 pp. 5-8, 「編集者コー

ナー」内 6 編の要旨掲載） 

3) Anokhin - ラドガ湖 - シベリア（New Concepts in 

Global Tectonics Journal - Volume 13, Number 1, March 

2025 pp. 5-8 「編集者コーナー」内 要旨 2 件掲載、

追加要旨要請中） 

4) Longhinos - インド構造学（要旨要請中） 

Valentino はさらにセッションを追加する可能性があ

るため，別のセッションの司会や運営に興味のある方

はお知らせください． 

 

今後の会議に関するお知らせ － 論文募集 

 

2026 年 9 月 – イタリアにおける NCGT は Valentino 

Straser （valentino.straser@gmail.com）が主催しています．

会議のいかなる側面にも関与を希望される場合は

Valentino までご連絡ください。改めて申し上げますが、

セッションテーマ，要旨，論文，セッション議長，主

催者，スタッフ，資金援助などを募集しています．ど

のように関与したいか，私と Valentino にお知らせくだ

さい．可能な限り対応いたします． 

2027 年（開催日未定） – インドの Trivandrum にて

NCGT を 開 催 予 定 ． 主 催 は Biju Longhinos

（biju.longhinos@gmail.com）．4 日間で半日セッション

を約 6 回実施し，会議終了後には現地視察を予定して

います．会議のいかなる側面にも関与を希望される方

はBijuまでご連絡ください．セッションテーマ，要旨，

論文，セッションチェア，運営委員，スタッフ，資金

援助などを募集しています．関与方法について私と

Biju にお知らせいただければ，対応を検討いたします． 

表紙画像：今月の表紙画像は、Peratt et al.（2007）による実

験室研究で観測されたビルケランド電流の断面図である．こ

れはプラズマ構造と不安定性（すなわち下図 13 のダイオク

トロン不安定性）に生じる対称性を示している．（本号掲載の

Gregori et. al. による図 13 解説「対称性と多角形パターン：

再考」も参照のこと）．Gregori et al. (2025) からの言い換え

…「磁気圏からの降下電流は、地磁気力線に沿って流れる磁

場整流電流（FAC）から始まり，独特の多角形対称性を示す．

エネルギーレベルは中心部で最も強く、各二重層を通って外

側に向かうにつれて弱くなる（Gregori and Leybourne, 

2025f, 2025g, 2025w 参照）．自己コリメーションはカウリン

グ・ダイナモを通じて発生し（Gregori et al., 2025d 参照）、

相互引力／反発力機構（電荷ではなくスピンに関連）に基づ

く多角形断面を示す．これは Scott (2015) が計算したモデル

と一致し，Burn (2015) による追加議論も存在する．より詳

細な議論についてはGregori and Leybourne (2025f, 2025g, 

2025w) を参照のこと． 
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編集者への手紙 

大統領令 14262による電力網の強化：太陽光発電と EMP耐性に向けた NBDイノベーションの拡大 

Hardening the Grid with Executive Order 14262: Scaling NBD Innovation for Solar and EMP Resilience 

by Robert Miller1 

The views expressed are the author's alone and do not represent any official positions. 

1Tesla-3D in Denver, Colorado 

 

2023 年に WAPA により初めて実地試験された中立遮断装

置（NBD）は，変圧器を地磁気脅威から保護する．トランプ

大統領の大統領令 14262 号（2025 年 4 月）で米国エネルギー

省（DOE）が認識し，2025 年 7 月の最終報告書で強化された

脅威に対応するこの革新技術は，EMP/GMD脅威から送電網

を保護するために連邦政府が推進するレジリエンス技術の

典型例である． 

要旨 

2025 年 7 月のエネルギー省報告書（トランプ大統領の大統

領令 14262「国家電力系統の信頼性確保」への対応）を踏ま

えると，WAPA が 2023 年に設置したニュートラルブロッキ

ングデバイス（NBD）は，連邦政府が求める予防的措置のモ

デルケースとなっている．NBDイニシアチブは，地磁気擾乱

（GMD）が米国電力系統に及ぼす脆弱性に直接対処する．自

然起源および人為的な電磁脅威の両方に関連する，拡張可能

な現実世界の解決策を提示する． 

大統領令 14262への主要な関連事項 

大統領令 14262 号「電力網耐障害性指令」は，現代の脅威

に対処する上で既存の電力網信頼性プロトコルが不十分で

あることを認識している．NBD パイロットプロジェクトは，

同大統領令が推進を目指す技術の一例であり，GMD（地磁気

変動）と EMP（電磁パルス）の両方に脆弱な長距離送電資産

および一次変圧器の保護を目的としている． 

リスクの特定と軽減：大統領令はエネルギー省に対し，リ

スク地域を特定し対策の優先順位付けを行うよう指示して

いる．WAPA パイロット事業は模範的な事例である：データ

に 基づくサイト選定，変圧器レベルでの分析，シミュレーシ

ョンによる検証．これは大統領令 14262 が全国的に標準化を

目指すプロセスそのものを反映している． 

 公共および経営陣への関連性：NBDは経営陣と市民に対し，

解決策が仮説ではなく，現実に存在し，今すぐ実行可能であ

ることを示している．GMD（大規模磁気パルス）や EMP（電

磁パルス）による送電網障害は，水道・金融・通信システム

を崩壊させる恐れがある．NBD のような技術はそのリスクを

大幅に低減させる． 

EMPの背景：なぜこれが重要なのか 

 GMD向けに設計されたものの，NBD は変圧器飽和，準直

流電流の流失，電圧不安定といった中核的な脆弱性を軽減す

る．これらは高高度 EMP の E3 フェーズによって引き起こさ

れるものとほぼ同一である．重要地点への NBD 設置は，両

脅威に対する警戒態勢を強化する． 

• GMDと EMP は故障経路を共有する． 

• NBD は EMP E3 と波形が類似した準直流地磁気電流を遮

断する． 

• 一方の強化は他方に対する基礎的な防御を提供する． 

パイロットから政策へ 

大統領令 14262 は、以下の方法によりこれらの技術を全国的

に拡大するための枠組みを提供する： 

• リスク地域における重要ノードの特定 

• 変圧器保護に関するDOE および FERCの標準化推進 

• EMP/GMD 耐性研究開発を支援するための CESER 資金拡

充 
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原著論文 Articles 
 

地磁気長期変動（SV）におけるストロボ効果の探索内核（IC） 

の超回転と測地学 

Search for a stroboscopic effect in the geomagnetic secular variation (SV) 

Superrotation and geodesy of the inner core (IC) 

Giovanni Pietro Gregori1, Alberto Incoronato2, Marco Marino3 

1 IDASC-Istituto di Acustica e Sensoristica O. M. Corbino (CNR), Roma, now merged into IMM-Istituto per la 

Microelettronica e Microsistemi (CNR); and ISSO-International Seismic Safety Organization, Italy 
2 Professor of Geophysics at the University Federico II (Naples) – retired 
3 Professor of Mathematics and Science at the Istituto Comprensivo 3 Rodari Annecchino (Pozzuoli); Coordinator Tutor 

C.I.F.I. at the University Federico II (Naples) 

 
Keywords: geomagnetic SV - maps of yearly means –beat between the 1 𝑦𝑒𝑎𝑟 period and IC rotation - WD computed 

by magnetic records averaged over period [365.25 - 𝛥𝑡] vs. 𝛥𝑡 - INTERMAGNET database for 1999-2001, 73 

observatories - IC spins faster than Earth’s surface by ∼ 1% with ∼ 370 - 0.3 rotations in 1 𝑦𝑒𝑎𝑟, equivalent to one 

rotation in ∼ 0.9872 ±0.0008 𝑑𝑎𝑦𝑠 - WD of IC of ∼ [4°. 4 ± 0°. 5] 𝑦𝑒𝑎𝑟-1, ∼22 𝑡𝑖𝑚𝑒𝑠 larger than expected - spatially 

repeated bumps in longitude of the IC located like approximately regular “hills” and “valleys” - future research 

（要旨のみ 柴 正博 訳） 

 

要旨：地磁気 SV を計算する標準的な方法は，年間平均マップを使用することである．すなわち，平年では 365 日，

閏年では 366 日について平均化する．一般的に報告される値は，WD（平均値）が約 0.2°/年である．一方，観測さ

れる WD は，地球の公転運動の 1 年周期（365 日または 366 日のいずれかを選択して任意に導入）と，地球表面に

対する IC の実際の回転との間の差分である可能性がある．したがって，磁気記録の平均値を[～365.25 - 𝛥𝑡]対𝛥𝑡の

期間で取る場合，観測される WD の量は変動せざるを得ない．本分析の基本的な根拠は次の通りである．

INTERMAGNET データベース（1999-2001 年分）を用い，73 観測所の完全記録を参照した．ストロボ効果により，

IC（内部核）が地球表面よりも速く回転していることが示唆され，その見かけの周期は約 369.75±0.5 回転（太陽年

365.25 日における回転数）である．したがって，IC は地球表面よりも約 370/365.25 ≅ 1.01，すなわち約 1%速く回

転しているように見える．したがって，これが正しいとすれば，合理的な最終的な指標値は，例えば，1 年あたり

約 370 ± 0.3 回転となり，これは（1 回転あたりの）周期が約 0. 9872 ± 0.0008 𝑑𝑎𝑦𝑠 ≅ 23.69 ± 0.02 ℎ𝑜𝑢𝑟𝑠 ≅ 85, 291 

± 71 𝑠𝑒𝑐. 報告された観測値の WD（約 0.2°/年）が，約 365.25 日間の年平均値への恣意的な参照による誤差である

べきであり，実際には IC は約[4.5 ± 0.5] × 360°/365.25 𝑦𝑒𝑎𝑟-1 ≅ [4.4 ± 0.5] 𝑦𝑒𝑎𝑟-1 の WD を経験している．ストロボ

効果によって示されたこの逆説的な証拠は，予想される約 0.2°/m/s（より正確には，本計算で使用した特定のデー

タセットに関して約 0.24°/m/s）よりも約 22 倍大きい．これは予想外の物理的意味合いを持つ．（より正確には、本

計算で使用した特定のデータセットに関しては約 0.24°/年）。これは予期せぬ物理的含意を持つ．この解析で使用

したデータセットを，地磁気図の単純な目視検査よりも優れたアルゴリズムを用いて詳細に検証した結果，0.287° 

𝑦𝑒𝑎𝑟-1 の WD が確認された．これは実際，近似値の約 0.24° 𝑦𝑒𝑎𝑟-1 に近い値である．したがって，この不一致はか

なり妥当に見える．むしろ懸念されるのは，劇的に大きく，かつ精密な推定値である約［4.4° ± 0.5°］𝑦𝑒𝑎𝑟⁻¹に物理
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的解釈を与える必要性である．考えられる合理的な説明は，IC の測地学的形状に関連している．つまり，IC は経

度方向に空間的に反復する隆起を有しており，これにより実際の周期的周期は 0.287°/年となる一方，ストロボ効

果の観測では速度が約 4.4°/0.2 °＝22 𝑡𝑖𝑚𝑒𝑠 ほど大きく見積もられる．これらは IC 表面に存在するほぼ規則的な

「丘」と「谷」に起因する．これらの事象については，将来の研究展望を含め詳細に議論される．
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対称性と多角形パターン：再確認 

Symmetries and polygonal patterns: a reminder 

Giovanni Pietro Gregori1, Bruce Allen Leybourne2, Franco Ferdinand Joseph Bonavia3 

1 Former Senior Researcher at IDASC-Institute of Acoustics and Sensors O. M. Corbino (CNR), Rome, now merged with the 

INMInstitute of Marine Engineering "Section of Acoustics and Sensors O.M. Corbino"- (CNR Rome); and ISSO-

International Seismic Safety Organization, Italy 
2 GeoPlasma Research Institute-(GeoPlasmaResearchInstitute.org), Aurora, CO 80014, USA 
3 GeoConsultant, via Giovanni Servais 38, 10146 Torino, Italy 

 
Keywords: 2D and 3D symmetries – variational principles – Lagrangian points – MORs tetrahedron – physical economy - 

field aligned currents – seaurchin spikes - craters – lightning bolts – Earth – planetary objects – fractals - golden ratio –length 

of day – pole motion – earthquakes – shape and dynamics of the inner core - polygonal patterns on planetary objects – Mars – 

Dione 

 

（要旨のみ 柴 正博 訳） 

 

要旨：自然界の対称性は特定の自然的要請への応答である．我々は人間の知識のほぼ全域に関わる複数の現象にお

いて「美しい」規則的なパターンを観察する．ここではいくつかの観察カテゴリーと，それに関連する可能性のあ

る物理的含意について簡潔に論じる対称性は様々な制約から生じ得る．その一因は，エネルギーや空間の節約とい

った経済性である．別の原因は，引力と斥力の均衡である．対称性は，3 次元パターンの 2 次元断面において，あ

るいは直接 3 次元パターンにおいて観察できる．対称性と幾何学的類似性は，フラクタルの生成を示唆し黄金比を

現すこともある．ここでは，磁場に沿った電流（FAC）や地表を貫通する放電現象に関連する特徴を含む，いくつ

かの事例を簡潔に概観する．丘陵斜面に落雷する放電現象については別途論文を割当てており，これが奇妙なラヴ

ァカ現象の説明となり得る．議論の目的として，電磁現象による暫定的な解釈を提案する．付録には，惑星天体の

表面に存在する可能性のある多角形のクレーターを想定させるパターンを示す宇宙探査機の画像がいくつか含ま

れている．これらのパターンは観測可能な全ての惑星や衛星の表面に遍在しているように見え，物体の物質的衝突

ではなく，電気フィラメントやプラズマ現象の様々な多角形調和波による電気的瘢痕である可能性が高い． 
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ハリケーンとチクシュルブ衝突安定した大気－地表間流 

と極端な弧状爆風流 

Hurricanes and the Chicxulub impact Steady air-earth currents  

and extreme arc blast currents 

Giovanni P. Gregori1,2,3, Bruce A. Leybourne3 

1 IDASC-Istituto di Acustica e Sensoristica O. M. Corbino (CNR), Roma, now merged into IMM-Istituto per la 

Microelettronica e Microsistemi (CNR), Italy 
2 ISSO-International Seismic Safety Organization 
3 GeoPlasma Research Institute - (GeoPlasmaResearchInstitute.org), Aurora, CO 80014, USA 

 
Keywords: electric charge of the solar wind – sunspot cycle - van de Graaff accelerators – MHD vs. Maxwell’s age – Parker 

spiral – Pluto/Charon binary system – singular morphology and orbital plane – Pluto/Charon mini-satellites orbital plane and 

fast spinning. 

 

（要約と一部 柴 正博 訳） 

 

要旨：ハリケーンとチクシュルブ隕石衝突の未解明な特徴は同じ論理で説明可能であり，いくつかの不可解な現象

も正当化される．メキシコ湾における海面水温（SST）によるハリケーンの発生・発達・急速なエネルギー増大，

およびハリケーンの内陸進路は，現在もほとんど解明されていない．チクシュルブ・クレーターに関しては，K/Pg

境界と恐竜絶滅の間に生じた約 300年の時間的遅れ，および火山活動とデカン・トラップの形成時期との関連性が

説明されていない特徴である．この一連の現象は，隕石の衝突によって引き起こされたメカニズムと一致してい

る．それはほぼ「ピストン」のように，摩擦によって決定された長い直線状の柱，すなわち CMB（核マントル境界）

から上昇する高温で伝導性の高い物質の巨大なタコの触手のような構造を形成したのである．地球のダイナモ電

流はこうして地表に導かれ，広大な領域が内因性のエネルギー異常放出によって誕生した．これが緩やかな気候変

動を決定づけ，約 3億年後には恐竜の絶滅をもたらす一方，他の生命体が支配的となった．ジオダイナモの持続は

ジュール熱を通じて，触手の今日に至るまでの生存を保証した．触手は，熱帯暴風雨を供給し激しいハリケーンへ

と変容させる内因性のエネルギーの異常放出が比較的頻繁に発生する現象を説明し得る．さらに，他の現象も現時

点では説明されておらず，このようなシナリオの中で調査が可能である．たとえば、南アメリカ北縁部における雷

活動，南大西洋異常域（SAA），あるいは南アメリカの急速な時計回り回転などを考慮してみよう．これらの現象は，

湾岸地域の大部分をほぼ中心とする巨大な円形の負の地球磁気異常と示唆的に同一視される基幹構造に関連して

いるように見える．この異常が負の値を示すのは，比較的浅い深層海流によるものである．また我々は，チリ三重

接合点（CTJ）から北極を通る辺を持つ巨大な深層導電四面体との関連性を強調する．これは海洋中央海嶺（MOR）

の惑星規模パターンに関する説明と整合する．この四面体の辺は，ニューマドリッド地震帯や，北米気象学の著名

な境界線であるダラス・ウィニペグ重力異常線とも関連している．この視点全体は主に学際的なものであり，様々

な専門家の貢献が必要とされる．ハリケーン／チクシュルブ事例の経緯は特に興味深く，この特異な多面的な現象

の全体像をここに提示し考察する．その他の関連トピック―例えば地球上の落雷分布，地質学におけるアークブラ

スト現象，太陽風による電磁誘導に対する地球の惑星的応答（恒星変圧器），山火事の分布など―は付随する記事

で論じられている． 
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VI - 流星体の衝突と絶滅の間の時間的遅れ

（Page 760‐764）  

衝撃的かつ決定的な結果——それは激しい論争を招き，

結局今もなお生き残っている—は，隕石衝突と恐竜絶滅

の間に約 30 万年の時間差が存在するという観測的証

拠である． 

このような遅延は，核の冬シナリオによって決定さ

れた場合のように，「急速な」絶滅という仮説を非現実

的なものとする．たとえ化学的影響や，大気密度ある

いはその他の環境パラメータに対する何らかの対応す

る「急速な」影響があったとしても，この差異は 4～5

桁の規模であり，微妙な差異では説明しがたい．むし

ろ，極めて緩やかな傾向で進化し，約 30 万年の時間遅

れで著しい気候変動を引き起こす可能性のある何らか

の効果を想定すべきである．これは生存する種の対応

する進化と選択を意味していた．この主題は現在の議

論において根本的なものである．したがって，詳細に

わたり特に言及するに値する． 

約 30 万年の年代誤差（Keller et al., 2004, 彼らの第 1

節）は，Gerta Keller，ヴォルフガング・シュティネスベ

ック Wolfgang Stinnesbeck and Thierry Adatte によって発

表された．彼らはメキシコ，グアテマラ，ベリーズ，

ハイチにおける 10 年以上にわたる白亜紀－第三紀境

界（K/Pg）研究（Keller et al., 2003）を根拠とし，その

集大成としてチクシュルブ・クレーター内のヤクスコ

ポイル-1 掘削コアを提示した．この発表は K/Pg 大量

絶滅の原因とチクシュルブの役割に関する議論を再燃

させた． 

Keller et al. (2004) は，その公開討論会で発表された

内容を正確に転記したものである．関連する学術論文

（それらにも参考文献が記載されている）は，Keller et 

al.（2004a，2004b，2007，2008b），Keller（2005）であ

る．最新の総合的な更新情報―そして活発な議論の鮮

やかな歴史的記録―と現在の最先端研究をまとめたも

のは Keller（2010）である．すべての証拠は，ここで想

定されるモデルの予測と一致する．すなわち．巨大ウ

ニの突起が生成され，それが深部地球の電気回路に影

響を及ぼしたため，空間的・時間的にジュール熱変化

が生じ，その結果として火山活動と気候（土壌からの

噴出と空気-地球電流を通じて）の両方に影響が及んだ

というものである．これらの現象は本質的な相対的時

間遅延を意味する．対照的に，核の冬シナリオははる

かに急速であるため成立し得ないが，反対学派の支持

者数名からは依然として支持されている． 

概念の歴史的変遷と，現在では世界中の複数の地域

に拡大しているいくつかの観察結果について，ここで

幾つか言及する．特に本論議に関連すると考えられる

幾つかの項目を強調する． 

Keller et al.（2004，第 1 節）の発表によると，チクシ

ュルブ事件が K/Pg 境界よりも古いことを示す証拠は，

複数の異なる証拠源から得られており，「地層学，堆積

学，古生物学，鉱物学，地化学など，多様な独立した

分野からの証拠」に基づいている．彼らは 7 つの異な

るドリルコアを列挙し，それらはいずれも一致し，同

じ証拠を提供しています．議論は堆積学的な事項に非

常に具体的で，現在の研究には関連性がない．これに

は，Keller et al. によって反対され，一時的に支持者も

いた「津波堆積物の証拠」という提案も含まれている．

実際，原則として，津波はこれらの大規模な現象のい

ずれかと同時に発生するはずである．むしろ，焦点は

主に，隕石衝突の証拠となるべき球状噴出物にある．

上記 II 項で言及されたマイクロテクタイトを参照． 

Keller et al. （2004，第 1 節）は，メキシコ北東部の

エル・ペニョン丘陵地帯で 2002 年に調査されたトレン

チ発掘の結果について言及している．シリシクラスト

堆積物の基部にある球状噴出物豊富な層から 4 m 下で，

元の球状噴出物層が発見された．4 m の深海性粘土層

（再堆積層と初生球状噴出物層の間に位置する）は水

平に堆積しており，通常の擾乱されていない海洋堆積

物と一致しいる．原生球状噴出物層の厚さは 1.8 m で

ある．底部にはほぼ純粋な衝撃球状ガラスから構成さ

れており，下位の堆積物からの少数の破片が含まれて

いる．衝撃後，急速な沈降が発生したことが溶融した

球状ガラスから示されている．実際，浅水域の堆積物

は見つからず，したがってこれらの球状ガラスは沿岸

部の侵食から由来したものではない． 

利用可能な調査は，これらの後期マーストリヒチア

ンの球粒層に関するものである．これらの調査は 30 を

超える断面を対象とし，100 km を超える範囲で相関分

析が行われている．球状堆積物は，マーストリヒチア

ンの最後の 30 万年間を覆うプランクトン性有孔虫帯
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CF1 に常に存在する．最下部の球状層は CF1 帯の基部

付近に位置している．この層は，ごく稀な破片や有孔

虫を除き，ほぼ純粋な球状破片から構成されているた

め，研究者はこれが元の噴出物層を表すものと推測し

ている．一方，その後のすべての層は，元の噴出物堆

積物から再堆積されたものと考えられる．これらの層

には，球状粒を含む粘土岩の破片と再堆積された有孔

虫が含まれているためである． 

Keller et al.（2004）も，チクシュルブ隕石の噴出物の

K/Pg 以前の年代に関する証拠が「多面的で極めて堅固

な」ものであると強調している．彼らは，NE メキシコ

の K/Pg 層序から得られた証拠を引用し，よく引用され

る津波シナリオ（チクシュルブ隕石の衝突によって引

き起こされたとされるもの）に反する結論を導き出し

ている．この津波シナリオは，K/Pg 境界と衝突噴出物

との間を隔てる珪質堆積物を説明すべきものとして提

唱されてきた．一方，彼らは，チクシュルブ隕石衝突

が K/Pg 境界より約 30 万年前であるという証拠が強く

支持されていると強調している． 

 Keller et al.（2004）は，図 12 において，ハイチ，

ベリーズ，グアテマラにおけるこれらの観測結果と隕

石の飛散堆積物を示しており，これらはカリブ海とア

メリカ地域全体に影響を及ぼしたと思われる大気－地

球電流現象を想定している．関連する結果として，中

緯度南大西洋の DSDP サイト 525 とデカン・トラップ

スの火山活動から推察される気候変動が挙げられる．

同様の，より最近の類似したイベントが報告されてい

るようである．これは，Leybourne et al.（2025）および

Gregori et al.（2025x）で議論されている通りである． 

最古の衝突層の年代は概ね 65.3Ma であり，ガラス地

化学はチクシュルブ衝突との関連性を示唆している．

65.2～65.4 Ma の全球的な気候温暖化（Li and Keller, 

1998）とデカン火山活動のピーク強度（Hoffman et al., 

2000; Courtillot, 1999）は，いずれも衝突と一致するよう

である． 

注意すべきは，一般に，他の推定値はデカン・トラ

ップスの年代を，強度において異常な約 5500 万年前の

「心臓の鼓動」と一致する日付を報告している．これ

らの多様な年代推定は，おそらく，長期にわたる一連

の出来事の連鎖を示唆しており，チクシュルブ隕石ク

レーターの影響と，地球の表面を通る内在熱の伝播の

タイミングによって制御される地球の電気心図のペー

スが重なり合う状況を想定している．この長期にわた

るシナリオは，強化された土壌の放出から生じた巨大

な空気－地球電流に関連する一連の根本的な電磁気的

効果を意味していた．つまり，電磁気的効果は，以前

の重力現象と熱力学現象を圧倒的に上回っていた．つ

まり，単一の衝撃に関連する唯一無二で「単純な」現

象は発生しなかった．むしろ，電磁効果に関連する時

間的遅延に関連した一連の連鎖反応が生じた． 

Keller et al.（2004）は，マストリヒチアン後期ゾーン

CF1 とダニアン前期ゾーンP1a における若い衝撃ガラ

ス球粒層が，海面変動に伴い繰り返し再堆積されたこ

とを指摘している．ただし，地質活動と侵食が特徴的

な地域では，K/Pg 境界イベントは観察されない．さら

に，早期ダニアン亜帯 Pla (1)（例：グアテマラ，メキ

シコ，ハイチ）で観察される広範な Ir 異常は，早期ダ

ニアンの隕石衝突イベントと仮に関連付けられている．

ただし，地質活動と侵食が特徴的な地域では，K/Pg 境

界イベントが観察されない．さらに，早期ダニアン期

に広範な Ir 異常が観測されている．また，Pla (1) / Pla 

(2) 移行部における Pd 異常と軽微な Ir 異常は，地域的

な火山活動と関連している可能性がある（図 12 参照）．

複数の衝突シナリオのタイミングを示す別の図は，

Keller et al.（2003）に掲載されている． 

Keller et al.（2004）も，絶滅イベントに必要な相当な

長期的な遅延を強調している．彼らは，恐竜の絶滅と

他のいかなるグループの大量絶滅も，隕石クレーター

の存在によって説明できると指摘している．過去 20 年

間，大量の古生物学データベースが収集されたが，全

体として，K/Pg 境界における突然の大量絶滅シナリオ

を支持する証拠はほとんどない（MacLeod et al., 1997）．

ただし，熱帯・亜熱帯の浮遊性有孔虫に関しては例外

である（Keller, 1988, 2001）．さらに，突然の大量絶滅

は，さまざまな緯度でさまざまな影響をもたらした，

選択的な性質を持つ出来事（例えば，有孔虫，ルディ

ストなど）や，K/Pg 境界に先立つ漸進的な絶滅傾向と

矛盾する（MacLeod et al., l997; Keller, 1988, 2001; 

Archibald and Bryant, l990）． 

Keller et al.（2004）も複数の衝突のケースを検討して

いる．しかし，チクシュルブは現在，マストリヒチア

ン後期 CF1 衝突とみなされるようになり，これは重大
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な全球的な温室効果温暖化と火山活動と一致する時期

と重なる．しかし，重大な絶滅との関連性は報告され

ていない． 

Keller et al.（2004）は，K/Pg 衝突がはるかに大規模

なものだったのか，それとも大規模な火山活動と同時

期に起こり，共に最終的な致命的な環境破壊を引き起

こしたのかを検討している． 彼らは後者のケースを支

持している．ただし，ここで説明されているように，

主要な土壌の噴出物とそれに伴う気候変動，および火

山活動は，衝突後，適切な時間的遅延を経て大幅に増

加した．これは，空気と地球の電流の電磁効果による

暗黙の時間的遅延が原因である．  

Keller et al.（2003）によると，浮遊性有孔虫は，イン

ド洋の東経 90 度海嶺におけるマストリヒチアン後期

火山活動に対し，K/Pg 大量絶滅とほぼ同一の生物学的

影響を通じて反応した． したがって，Keller et al. （2004）

は，これは白亜紀末の大量絶滅が単一の「一撃」では

なかったという追加の証拠であると主張している．む

しろ，証拠は，大規模な火山活動，複数の隕石衝突，

および関連する環境変化が複合的に作用した結果，す

べての生物種に及ぶ段階的な多段階の災害であったこ

とを示している． 

我々は，複数の時間差を伴う現象が発生したことを

強調する．複数の衝突について推測する必要はない．

複数の衝突もまた起こった可能性がある．しかし，電

磁気的効果の連鎖は，固有の時間差を考慮して考察さ

れねばならない．それにより，たとえ単一の巨大な衝

突であっても，堆積物に記録された一連の事象を引き

起こしたのである．我々は「複数の」事象の証拠が，

火山活動や球粒などに関連する指標に関連した，観察

された事実であることを強調する．その原因は，隕石

衝突痕（アストロブレム）であるか，あるいは地熱に

起因する火山活動である可能性がある．地熱の放出は

特定の過程に応答し，適切なタイミングをもって発生

する．この点については Gregori（2002）で詳細に論じ

られている．したがって，一見「パルス状」に見える

現象は，基本的に大気-地電流のパルスとして現れる異

なる一次原因に由来し得る．Keller et al.（2004）は結論

において，彼らの推論を示唆する観測的証拠を要約し

ている．例えば，北東メキシコからの証拠に関しては，

以下の項目を列挙している： 

a) K/Pg 境界と𝐼𝑟異常は，隕石衝突の噴出物層より上

 

図 12. 「現在のデータベースに基づく白亜紀-第三紀境界（K/Pg）移行のシナリオは．デカン火山活動に

起因する可能性のある温室効果温暖化，K/Pg約 300万年前のチクシュルブ隕石衝突，K/Pg付近でのデカ

ン火山活動の主相終了，および K/Pgにおける第二の巨大衝突による長期的な生物的ストレスを示してい

る．大量絶滅は，デカン火山活動と第二の巨大衝突という二重の打撃が不幸にも重なった結果である可能

性が高い．」図及びキャプションは Keller (2008) に従う． 

http://geoweb.princeton.edu/people/faculty/keller/deccan/deccan.html.   
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層で確認される．この不一致を説明すると従来考えら

れていた「津波堆積物」は，長期間にわたり，おそら

くは繰り返される事象によって形成されたものであり，

その特徴として海底に無脊椎動物による反復的な定着

が認められる． 

b) 珪質堆積物層および白亜紀-第三紀境界層の下部

にある球粒層には，厚さ 10～20 cm の穿孔石灰岩層が

含まれている．これは，球粒状噴出物の堆積が二つの

事象によって生じたことを示しており，その間には無

脊椎動物による穿孔を受けた石灰岩が堆積する十分な

時間的間隔が存在した． 

c) これら二つの球粒層の下部，12m のマーストリヒ

チアン期のマール層内部に，さらに最大 3 層の球粒噴

出物層が互層している．最下部の球粒層はほぼ純粋な

球粒で構成される．上部の層には再堆積した砕屑物や

有孔虫が可変的に高濃度で含まれる．したがって，層

序学的に最古の球粒層は初生の堆積層を示し，それ以

降の層はすべて再堆積層である． 

d) これらの複数の球粒層の年代は，100 km 以上にわ

たって相互に相関している．さらに，数メートル規模

の散発的な小規模な地すべりを除き，主要な地すべり

や重力流は報告されていない． 

e) 最古の球粒層の年代は約 65.3Ma である．これは

浮遊性有孔虫帯 CF1 の基底付近に位置しており，同帯

はマーストリヒチアン期の最後の 30 万年間を指す． 

他の地域で採取されたコアからも同様の証拠が推測

された．したがって，Keller et al.（2004）は多重衝突シ

ナリオを想定しており，これは現在の衝突噴出物と𝐼𝑟

異常の証拠と最も整合性が高いと考えられる（図10）．

最初の衝突，すなわちチクシュルブ衝突は，約 6530 万

年前に発生した．これはデカン火山の主要な噴火活動

と時期を同じくする．この噴火活動は複合的な現象で

あり，長期間にわたって継続した．実際，ここで想定

される理論によれば，衝突によって引き起こされた時

間差のある影響が生じ，その後発生した衝突が，進行

中の一連の事象と最終的に重なり合ったのである．一

方，Keller et al.（2004）は，これが 65.4～65.2 百万年前

に温室効果による温暖化を引き起こしたと想定してい

る．すなわち，Keller et al.（2004）は最も流行の核の冬

シナリオを援用している—これは基本的に短命で時間

遅延のない効果である．実際，その効果はむしろ内因

性の流体放出によるものだった．一方，Keller et al.（2004）

は一次生産性の低下と浮遊性有孔虫の多様性の持続的

減少を指摘しており，これらは白亜紀－第三紀境界に

おける大量絶滅へと至った．すなわち，この絶滅事象

は，単純な直線的かつより一般的な核の冬シナリオに

基づく予測とは対照的に，かなりの時間的遅れを伴っ

ていたことを示唆している． 

さらに，Keller et al.（2004）は，チクシュルブ隕石衝

突が顕著な種の絶滅と関連していないことを強調して

いる．これは，衝突クレーターの比較的小さなサイズ

（直径約 120 km）と一致する．例えば，ポピガイのよ

うな約 100 km のクレーターは，顕著な種の絶滅を引き

起こさなかった．実際，ここで想定されるメカニズム

によれば，決定的な影響は巨大なウニの急増の発生で

ある—これは例えば，隕石の軌道が垂直面に対して持

つ傾斜角にも依存する．大型のウニの棘が生成される

たびに，内因性流体の排出が劇的に増大し，それによ

り空気－地電流とそれに伴う電磁効果が引き起こされ

る．これは緩やかではあるが重要な気候変動をもたら

し，適切な時間的遅れを経て絶滅などを引き起こす．

これは，ゆっくりではあるが重要な気候変動を引き起

こし，十分に長い時間差を経て絶滅などを招く．最初

の絶滅事象は海洋内で発生する．これは，𝐶𝐻4クラスタ

ーの加熱などによって放出される惑星規模の𝐶𝐻4 が原

因である．対照的に，陸上に現れた生物は最終的によ

り良い生息環境などを見つけることができる． 

チクシュルブ隕石衝突と恐竜絶滅の間に観測された

約 30 万年の時間差について，土壌内部からの体液の極

めて緩やかな放出こそが，唯一信頼できる説明である

と考えられる．論理的鍵は，空気-地球電流の急激な増

加に伴う電磁現象の圧倒的な役割に依存しており，地

質学的証拠と気候への影響，ひいては時間差を伴う絶

滅の両方に対して複数の示唆を与える．すなわち，普

遍的重力仮説以来過去数世紀にわたり概して過小評価

されてきた電磁現象が，重要な役割を果たしているの

である．さらに，Keller et al（2004）は，白亜紀－第三

紀境界の隕石衝突とデカン火山活動の大規模な活動期

がほぼ同時期に起こったこと，そして一次生産性の劇

的な低下とそれに伴う熱帯・亜熱帯域の浮遊性有孔虫

の大量絶滅が同時に生じたことを指摘している．つま

り，K/Pg 境界の衝突はチクシュルブ衝突よりもはるか
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に広い範囲に及び，デカン火山活動は単一の噴火活動

よりも激しいものであった．言い換えれば，大量絶滅

が地球規模で発生したこと，および𝐼𝑟が地球規模に分

布していたことから，Keller et al.（2004）は，白亜紀-第

三紀境界における巨大な隕石衝突が「大規模な火山活

動によって既に悪化していた環境条件をさらに悪化さ

せた」可能性が高いと推測している．一方，前述のよ

うに，火山活動の増加は，深部地球の電気回路の変化

に起因する TD ダイナモによって引き起こされた，内

因的な熱放出効率の大幅な向上による結果であった．

この効果は，増加した空気-地電流やアークブラスト現

象などを通じて生じた．さらに，予備段階にあった約

55 メガのハートビートに，約 65 メガのチクシュルブ

隕石衝突クレーターが重なった影響も加わった．これ

が約 55 メガのハートビートの異常な強さを説明する．

したがって，複数の現象が重なり合ったのである． 

いずれにせよ，K/Pg 大量絶滅後の生物回復の長期に

わたる遅延は，長い間研究者を困惑させてきた．ダニ

アン初期（P1a 帯）における𝐼𝑟異常と火山活動の証拠が

増えるにつれ，繰り返される環境擾乱の連続が想定さ

れる．Keller（2003）は，火山活動や隕石衝突による大

規模な環境擾乱が，生物群集に同様の反応を引き起こ

すことを示した．したがって Keller et al.（2004）は，白

亜紀－第三紀境界大量絶滅後の回復遅延は「繰り返さ

れる環境擾乱に起因した可能性がある」と示唆してい

る．対照的に，本稿の今後の議論において，この関連

する結論は「繰り返される環境的撹乱」の証拠の可能

性に関するものである． 

その重要な役割ゆえに，デカントラップは特に検討

に値する．Keller（2008）が詳細な記述を報告している． 

「デカン火山地域は地球史上最大級の火山噴火の一

つであり，現在約 50 万 km2の面積を覆っている...侵食

前の本来の規模は少なくともその 2 倍以上と推定され

る．噴出した溶岩の量は約 1.2×106 km3と推定され，今

日ではアルプス山脈（約3500 m）に匹敵する高さの山々

として見られる……．［かなり異常な心拍］．デカン火

山地帯の大部分は，白亜紀/第三紀境界を跨ぐ 100 万年

未満の期間に噴出した……．最近の研究によれば，デ

カン火山活動の大部分（約 80%）にあたる 3500 km2の

溶岩流は，80 万年未満（6480 万～6560 万年前）に噴出

したものであり，白亜紀-第三紀境界大量絶滅の主要な

要因であった可能性が高い... [ 1 ka（キロ年）は千年間

を指す．] 

しかしながら，現在までに K/Pg 境界との関連性が示

された唯一の証拠は，カッチ州アンジャールにおける

デカンの挟間層から報告された微小な鉄異常であり，

これは火山起源の可能性が指摘されている……デカン

火山活動と大量絶滅との直接的な関連性は，年代診断

に有用な微化石を含む挟間層の海洋堆積物が不足して

いるため，依然として不明確なままである．デカン超

大型花崗岩体におけるそのような堆積物の探索は，挟

間層が主に陸域，河川・湖沼環境，河口環境に堆積し

たため，これまで実を結んでいない．」 

この項目は，現在の議論において重要であるだけで

なく，以下の記述も同様に重要である． 

Keller（2008a）は，チクシュルブ事件に伴う大量絶滅

が発生しなかった点を強調している．「直径 150～

180km のチクシュルブ・クレーターは，既知の最大の

隕石衝突跡である．」 他のよく研究された隕石衝突で，

顕著な種の絶滅やその他の生物学的影響を示さないも

のには，直径 90～100 km の晩始新世チェサピーク湾ク

レーターとポピガイ・クレーターが含まれる．これら

はそれぞれ 35.7±0.2 百万年前（Keller et al., 1983）およ

び 35.6±0.2 百万年前（Montanari and Koeberl，2000）に

年代測定されている．Montanari and Koeberl, 2000; Pusz 

et al., 2006），年代 2 億 1400 万±100 万年の三畳紀後期

マニクーアガン・クレーター，直径 100～120km のデ

ボン紀後期アラモ （382.8～385.3 km）および Woodleigh

（359 ± 4 Ma）隕石衝突（Keller, 2005 のレビュー参照）

が挙げられる．これらの大規模な衝突（直径 90～120 

km のクレーター）のいずれもが生物や環境に重大な影

響を与えなかったことを踏まえると，直径最大 180 km

とそれほど大きくないチクシュルブ衝突についても同

様の結果が得られたことは驚くべきことではない． 

[確かに，隕石の衝突方向を考慮すべきである．その

軌道が地球表面に対する局所垂直方向に沿っていない

場合，衝突によって地球内部を通って CMB まで衝撃

波が生じる可能性は低い．したがって，巨大なウニの

棘は生成されない．さらに，空気－地球電流および電

磁効果に関連する重要な役割を考慮しなければならな

い．一般的に，あらゆる衝撃が土壌の放散や空気-地表

間の気流の同程度の増加と結びつくわけではない．し
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たがって，異なる衝撃間の比較は必ずしも示唆的では

ない．] 

Keller et al.（2009）が論文で強調したように，メキシ

コとテキサスで収集された証拠によれば，衝突によっ

て絶滅した単一の種は存在しない．また，種群に影響

を与えた重大な変化も認められなかった．すなわち，

白亜紀-第三紀境界におけるはるかに巨大な隕石衝突

痕でさえ，観測された大量絶滅を引き起こした可能性

は低い（Keller et al., 2009a, 2009b）．実際，すでに述べ

たように，大量絶滅に関連した他の大規模な衝突は報

告されていない．つまり，衝突による環境への影響は

短期間で終わったのである．したがって，チクシュル

ブ衝突単独が白亜紀-第三紀境界大量絶滅の原因であ

った可能性はありえない． 

Keller （2008，2009c）は，デカントラップの主要な

LIP（大規模貫入岩体）から南東約 1500km に位置する

ラジャムンドリー周辺のデカントラップに研究を集中

させた．これは「インド南東部のより遠隔地において

のみ...トラップ間の海洋堆積物の厚い層序単位が発見

され，生物層序学的年代決定が可能となる...」ためであ

る．磁気層序学および地球化学的類似性から，ラジャ

ムンドリー・トラップはデカン火山帯の一部であり，

溶岩流は既存の河川谷に沿って流出したことが示唆さ

れる……．ラジャムンドリーの溶岩流は，デカン地層

群において最も遠くまで流出したものであり，おそら

く地球上で最長の溶岩流である．これらはデカン火山

活動の頂点の一部を構成するが，必ずしもその最高点

ではない…（Keller，2008）． 

彼らはまた，この大規模火成岩体（LIP）からのマグ

マ侵入の時間依存性を再構築することを可能にした．

Keller（2008）は，彼らが「二つの巨大パルス」を認識

したと述べている．デカン火山活動は現在，三つの活

動期に限定される……最初の活動期はマーストリヒチ

アン後期，約 67.5 Ma に発生した．その後，少なくと

も約 2 Ma の静穏期が続いた．デカン火山活動の主要な

段階，すなわち巨大パルスはC29r に始まった…この巨

大パルスは白亜紀-第三紀境界の大量絶滅時またはそ

の前後で終結した．第三かつ最後の主要なパルスは古

第三紀初期の C29n に発生し，大量絶滅後の生物多様

性の完全な回復に先行した． 

確かに，この現象は数百万年にわたって進行した．

したがって，異なる要因や影響間の因果関係には常に

時間的遅れが伴う．ゆえに，隕石衝突，火山活動，絶

滅，その他の気候プロキシの正確なタイミングと順序

を特定することは極めて困難である．また，心拍（例

えば約 55 ミリ秒前に発生したようなもの）は，一般的

に約 4～5 ミリ秒持続すると考えるべきである．ただ

し，その持続時間は一般的に変動し得る．実際，持続

時間は放出される内因性エネルギーの量に依存し，そ

のエネルギー貯蔵量は，例えば心拍直前および心拍中

に発生した FR（自由振動）やエクスカージョンの数や

タイミングに依存する． 

Keller et al.（2009c）は詳細な説明を提示しており，

これを 3 つの火山活動段階に要約している（図 13 参

照）． 

第一段階は約 6750 万年前に発生し，その後約 200 万

年の静穏期が続いた． 

第二段階は，マーストリヒチアン末期近く（C29r）

に発生した主要なデカン火山噴火に関連している．こ

の火山活動段階は，厚さ 3500 m に及ぶデカン溶岩流全

体の約 80%を占める．この段階は世界で最も広大な溶

岩流のうち 4 つ（あるいはそれ以上）に関連し，イン

ドを横断してベンガル湾に至る約 1000 km に及ぶ． 

第三段階は小規模な事象であり，ダニアン紀初期の

C29n 期に発生した．この期間は観測史上最長の溶岩流

が複数確認されている．K/Pg 境界層（および関連する

大量絶滅）は従来，ラジャムンドリー採石場で露出す

る浅海性間トラッペ層堆積物中に観察される浮遊性有

孔虫によって評価されてきた．これらの採石場は，第

二期と第三期の最長溶岩流の間に位置する．ダニアン

前期（P1a 帯）の浮遊性有孔虫群集は，第二期の頂部直

上に確認される．したがって，これらは大量絶滅が第

二期の終結と一致したことを示している．K/Pg 境界は，

チンドワラ・ジルミリにおける間トラッペ期堆積物の

浮遊性有孔虫群集においても観察される．この地域で

はダニアン期初期に淡水環境が河口環境を支配してい

たことから，K/Pg 時代にインド大陸を横断する海路が

存在していたことが示されている． 

Keller（2008）もラジャムンドリーにおける海面変動

を認めている．堆積は浅海環境で生じ，潮上帯，河口

域，潟湖，外洋の条件が変動し，古土壌によって特徴

づけられる陸上堆積の期間によって中断された．海面
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変化は主にデカン火山活動に伴う隆起と沈降に関連し

ている...  

Keller（2008）は，ラジャムンドリーでの結果から，

デカン火山活動の主要な段階が「白亜紀-第三紀境界大

量絶滅に極めて近い時期に終結した」と位置付けられ

ると結論づけている． [彼らは]この主要な段階を，イ

ンド大陸を横断しベンガル湾まで延びる約 1500 km に

わたる 3～4 回の溶岩流と定義している…これらの大

規模な噴火に先立ち，小規模な火山活動が起きた可能

性が高い… 

現在のデータから以下のシナリオが推測される（図

12）．デカン火山活動の主相は C29r 期に始まり，おそ

らく白亜紀末（K/Pg）の約 300～400 万年前にさかのぼ

る．20 白亜紀末（K/Pg）の約 400 万年前から気候は急

速に温暖化し，これは火山活動による温室効果ガスの

放出に関連している可能性が高い．メキシコ北東部，

テキサス州，およびチクシュルブ・クレーターコア

Yaxcopoil-1 の層序から明らかなように，チクシュルブ

衝突は白亜紀末の大量絶滅（K/Pg）の約 300 万年前に，

温室効果温暖化の初期段階で発生した（Keller et al., 

2003, 2004a, 2007）．この衝突に伴う絶滅事象は確認さ

れていない（Keller et al., 2007）．生物的ストレスは主に

温室効果による温暖化によって増大し，その結果，海

水温は 3～5℃上昇した（Li and Keller, 1998）．［我々は，

海水温の上昇が海底からの内因性流体の噴出に起因し，

実際，長い時間スケールでは最大の絶滅を引き起こし

たことを強調する．］ 

白亜紀末期の大量絶滅前の最後の 100 万年間は，よ

り涼しい気候が支配的であった．この大量絶滅は，デ

カン火山活動と別の大規模な隕石衝突という不幸な偶

然の一連の出来事の結果であったと考えられる．異常

な大規模な海底噴出は長期間持続し，最終的には太陽

風による時間変動電磁誘導への応答として TD ダイナ

モ効率の時間変化による変調が生じた．これは既に強

調した通り，異常な高土壌噴出および空気-地球電流と

関連していた．海洋生物相の回復が遅延した（少なく

とも 0.5～1 百万年）のは，古新世初期における火山噴

火が減少したとはいえ継続していたことに関連してい

た可能性が高い． 

Keller et al.（2009c）はまた，中央インドにおける恐

竜の骨の発見，特に完全な卵と卵殻が発見された営巣

地について具体的に言及している．これらの発見は，

ナルマダ・タプティ裂け目地帯を通る推測される海路

を囲む地点でなされたものである．一般的に割り当て

られる年代はマーストリヒチアンを指す．研究者らは，

海路に堆積した海洋微化石を用い，近隣の陸上層序内

の恐竜化石と地層を相関させることで，より精度の高

い年代推定が可能になったと主張している． 

Keller et al.（2009c）は，その知見をいくつかの点に

要約している（Keller et al.，2011 も参照）． 

1) – テキサス州，北東部メキシコ，およびチクシュ

ルュブ・クレーターの調査結果は，白亜紀-第三紀境界

大量絶滅とチクシュルブ隕石衝突が別個の無関係な事

象であることを示している．チクシュルブ隕石衝突は

白亜紀-第三紀境界（K/Pg）より先行する（Keller et al., 

2003, 2003a, 2004a, 2007）． 

2) -白亜紀-第三紀境界における最も深刻な大量絶滅

は浮遊性有孔虫で観察され，主要な絶滅が海洋生物相

に関わっていた事実と一致している．さらに，チクシ

ュルブ隕石衝突による絶滅種はメキシコでもテキサス

州でも 1 種も確認されなかった一方で，この大規模な

衝突の生物学的・環境的影響については，一般的に過

大評価が報告されている（Keller et al., 2009a, 2009b）． 

 

図 13. 「年代、持続時間、放出マグマ量に基づく 3つの火

山活動の相次ぐ出現（Chenet et al., 2007 および Keller 

et al., 2008a の結果に基づく）」。図およびキャプション

は Chenet et al. (2008) に従う。AGU の著作権フリー方

針に基づき転載。  
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3) - Keller et al. (2009c) はむしろ，白亜紀－第三紀境

界の大量絶滅はデカン・トラップ大規模火成岩地域

（LIP）と関連している必要があると強調している．そ

こでは火山活動の 3 段階を考慮すべきであり，第 2 段

階（デカン噴火の約 80%を占める）はマーストリヒチ

アン期の終わりと一致する（Chenet et al., 2007; Keller et 

al., 2008a, 2008b, 2009d, 2009e）． 

4) – したがって，あらゆる観測結果が示すところで

は，デカン火山活動の主要な段階が白亜紀-第三紀境界

大量絶滅の原因である．この火山活動がどのように，

またなぜ恐竜の絶滅を含む地球規模の壊滅的被害をも

たらしたのか，そして白亜紀-第三紀境界大量絶滅との

関連性については，今後の研究課題である．実際，こ

こで想定されているメカニズムは地球全体を指す．地

球規模の内生熱発生量の増加は，土壌からの蒸発，大

気と地殻の循環，そして火山活動の地球規模での増加

を引き起こした． すなわち，観測されるあらゆる証拠

は，TD ダイナモに起因する内発熱の放出増加という惑

星現象によって予測されるものである． 

（以下省略） 
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ラバカスの起源 

The origin of lavakas 

Giovanni P. Gregori, Bruce A. Leybourne, Franco Ferdinand Joseph Bonavia 

1 Former Senior Researcher at IDASC-Institute of Acoustics and Sensors O. M. Corbino (CNR), Rome, now merged 

with the INMInstitute of Marine Engineering "Section of Acoustics and Sensors O.M. Corbino"- (CNR Rome); and 

ISSO-International Seismic Safety Organization, Italy 
2 GeoPlasma Research Institute-(GeoPlasmaResearchInstitute.org), Aurora, CO 80014, USA 
3 GeoConsultant, via Giovanni Servais 38, 10146 Torino, Italy 

 

Keywords: air-earth currents on the slope of a hill – Madagascar - Indian Ocean typhoons - Cowling dynamo - strong 

precipitations - violent impact on soil - impulsive soil weathering and erosion - polygonal cross section of airearth 

currents - three categories of lavakas, i.e., “heart-shaped”, “fissure shaped”, and “melt-shaped” - and “plumose” Lavakas 

 

（要旨のみ 岩本 広志 訳） 

 

要旨：筆者らは，丘陵の斜面を穿つ巨大な大気－地電流によって形成される地形形態について検討する．この仮説

は，マダガスカルの限定された地域内で群れを成して観察される「ラバカ（Lavaka）」と呼ばれる謎の現象を説明

し，まれに世界中の他の場所でも観察される現象を説明できる可能性がある．マダガスカルの限定された地域での

高密度さは，電離層での特異な強大な電磁気（e.m.）結合に関連する特定地域に起因すると推測される．インド洋

から上陸する台風は，大気電気活動，ジュール熱，強大な対流セルの活性化を引き起こし，これらは電離層の電場

を強化し，激しい降水をもたらす．主要な物理的メカニズムは，対流エネルギーを電磁場に変換するカウリングの

ダイナモで，これにより，イオン層の局所的な静電気荷が増加し，水蒸気の凝結と降水を引き起こす．その結果，

比較的狭い範囲内で非常に激しい降雨が発生する．全体として，この現象は例外的に激しい大気－地電流の爆発の

ように見えるが，光の発光が必ずしも伴わないため，雷撃として捉えるべきではない．むしろ，地球から発生する

強力な電気電流は，台風が上陸後に海洋水によって加熱されなくなるまでの期間に，限られた断面積で発生する．

この空気-地球電流の衝動——および関連する降水——は，土壌に激しい衝撃を与え，突然ほぼ衝動的な風化と侵

食を経験させることで，土壌を緩める．ラバカには主に 3 つのカテゴリーが存在し，すなわち，「ハート形」，「裂

け目形」，および「溶融形」．重要な基準は，空気－地球電流の多角形断面で，追加の重要な興味深いラバカのカテ

ゴリーは，「羽毛状」ラバカで，異常なほどの大きな断面を持ち，多角形の頂点に配置された複数の標準的なラバ

カからなるパターンを想定している．一方，すべての標準的なラバカは，関連する空気-地球電流の典型的な多角

形の断面を示す．これらの特徴は，標準的な水文学的侵食や風化ではほとんど説明できないが，雷なしでも激しい

空気-地球電流に関連する電磁気的結合の明らかな期待値である．要約すると，鍵は，ウニの棘が存在する地理的

領域内の台風サイクロン－ハリケーン上陸地域に特有の地熱流と関連する台風軌道の着陸で，カウリング発電機

は，大気電流の活動，イオン層の局所的な静電気荷，および大気降水と相まってその活動を増幅する．この現象は

最終的に激しい風化と侵食，ほぼ突発的なイベントのように見え，台風が暴力を続ける限り持続する．従ってマダ

ガスカルは，これらの現象を調査するのに適した特異な自然実験場である．他の場所で観察されるラバカは，異な

る要因の偶発的な重なりが必要となる場合があり，比較的稀な現象である．付録では，異なる形態的特長を説明す

るために，ラバカの例を示している．実際の写真に基づくスケッチやアートワーク，適切な説明コメントも含まれ

ている．  
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「恋の骨折り損」地磁気発生理論における 

半世紀にわたる誤解 

“Love’s Labour’s Lost“ 

Half a century of misconceptions in geodynamo theory 

Giovanni Pietro Gregori1, Bruce Allen Leybourne2  
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2 GeoPlasma Research Institute-(GeoPlasmaResearchInstitute.org), Aurora, CO, USA 

 

Keywords: origin of the geomagnetic field 𝐁 - assumption of “fluid” Earth - MHD - Biermann’s blocking - tide-

driven (TD) dynamo - historical reminder - origin of ideas - “love” for “fluid” Earth – half-a-century of a desperate 

“labor” – Elsasser/Bullard “controversy” – spatial spectrum of 𝐁 – Cowling theorem and generalized Cowling 

theorem – Cowling dynamo - Alfvén’s theorem – original sins - Earth’s interior – Earth’s battery - Buffon cooling 

cannon-balls - metallic state and magpol – dark matter – geomagnetic SV and WD – principle of maximum emp 

density – “fibrous” structure of the IC 

 

（要旨のみ 柴 正博 訳） 

 

要旨：地磁気𝐁の起源に関する現在広く受け入れられ最も流行しているモデルは，「流体」としての地球と MHD ア

ルゴリズムの仮定に依存している．しかし詳細な分析と批判的な物理的考察により，これらの仮定は成り立たない

ことが明らかとなる．特に，電磁気的相互作用があらゆる運動を禁じるため，例外なく全てのモデルが磁気ブロッ

ク現象を導くのである．逆に，太陽や恒星では，巨大な内因性の熱核エネルギーがあらゆる遮蔽を爆発的に破壊す

る．これは，より小さな惑星天体とは異なる．したがって，潮汐駆動（TD）ダイナモに訴えざるを得ない．Gregori

（2002）において広範な批判的考察がなされている．本稿は歴史的回顧であると同時に，これらの重大な誤解を生

み出した思想の起源を探るものである．この全景は，半世紀にわたり物理学者と応用数学者の精鋭たちを巻き込ん

だ過酷な「労苦」を生み出した「流動的な」地球への，ほとんど絶望的な「愛」のように映る．故 Raymond Hide 

教授には、本論文に対する最も権威ある激励と貢献に対し，特に感謝を捧げるべきである． 
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